
 

 

 

        
             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

掲載記事一覧 

食品ロス削減に向けて 

家庭ごみの出し方について 

「ペットボトルの捨て方」について 

生ごみ処理機でごみの減量を 

 

 

VOL. 

２５ Karatsu 

今話題の食品ロス削減や生ごみ処理で

ごみ減量に取り組んでみませんか？ 



0 50 100 150 200 250 300 350 400

家庭

事業者

区分 料金 

一般家庭から 
排出されたごみ 

50Kg以下 410円 

50Kgを超える場合 
50Kgまで毎に 410 円加算 

事業活動によって排出
されたごみ（産業廃棄
物を除く） 

50Kg以下 820円 

50Kgを超える場合 
50Kgまで毎に 820 円加算 

きめられた 

日時に 

きめられた 

場所へ 

家庭ごみの出し方 

・ごみ袋はしっかりと口を縛る 

きめられた 

日時に 

きめられた 

料金で 

②清掃センター（唐津市北波多岸山２３４番地２） 

         へ直接搬入してごみを出すときは… 

きちんと 

分別して 

詳細は生活環境対策課（電話 72-9175）、市民センター総務・福祉課、

または清掃センター（電話 64−3106）にお問い合わせください 

・もえるごみともえないごみに分別する 

きちんと 

分別して 

①ごみステーションでごみを出すときは… 

・清掃センターへ搬入できないごみもある 
ので、家庭ごみの分け方・出し方を確認する。 

平日 8 時 30 分～16 時（12～13時を除く） 

土・日・祝日・年末年始（12/31～1/3）は休み 

考えてみよう。 

食品ロス削減 

のためにできること。 

食品ロス（食べられるのに捨てられてしまう食べ物）の発生量はどれくらい？ 
・「家庭ごみの分け方・出し方」を確認する 

・「分別収集カレンダー」を確認する 

食品製造業 

１３９．６万トン 

・「分別収集カレンダー」記載の時間帯に必ず出す 食品小売業 

６６．６万トン 

外食産業 

１３２．７万トン 

家庭 

約２８９万トン 

・お住まいの地域の指定ごみステーションに必ず出す 

・ごみステーションの確認は本庁生活環境対策課、 

各市民センター総務・福祉課、不動産管理会社にて行う 

食品卸売業 
１８万トン 

食品ロスの量は、平成２７年度に約６４６万トン
＊
発生しています。 

     
＊環境省・食品廃棄物等の利用状況等（平成２７年度推計）〈概念図〉より

 

事業者 

約３５７万トン 

家庭で発生する食品ロスはどのようなものがあるの？ 

家庭で発生する食品ロスは大きく３つに分類されます。 

①食べ残し 

（食べきれずに廃棄） 

②直接廃棄 

（賞味期限切れ等で 

手付かずのまま廃棄） 

③過剰除去 

（皮むきの際の 

可食部分の除去） 

食品ロスを減らすために私達にどんなことができるの？ 

・買い物のとき：食べ物を買いすぎない、買い物前の冷蔵庫チェックなど 

・調理のとき：食材の使い切りレシピで調理してみるなど 

・・・など様々な工夫で食品ロスを削減できます！ 

食品ロス削減のため皆様のご協力よろしくお願いします 



 

 

ペットボトルのラベルは、リサイクルの過程で機械でラベルをカットした後、風で吹

き飛ばして分離していますが、近年ペットボトル本体の軽量化により、風による分離が 

難しくなっています。 

そのため、キャップの取り外しに加え、「ラベル」をはがして出すようお願

いします。 

  

    

       

    

 

 

 

 

 

 

正しく分けられた資源物はリサイクルされます。 

ごみの減量に、みなさんのご協力をお願いします。 

 
 
 唐津市では、家庭用の「コンポスト機器」や「電動生ごみ処理機」の購入について、補

助を行っています。 
 

★対 象 者 唐津市内に住所を有する人 
 
★申請期限 購入日から１年以内 
 
★必要な物 ①領収書（通信販売などの 

場合本体購入価格がわかる 

支払い証明書など） 

②印鑑（認印可） 

③振込先がわかる通帳の写し 
 
★申請場所 ①市役所 生活環境対策課 

②各市民センター 総務・福祉課 

ペットボトルのラベルもはがしましょう！ 

【コンポスト機器】 

補助率：購入価格の５０％ 

（限度額３，０００円） 

１００円未満の端数切り捨て 

【電動生ごみ処理機】 

補助率：購入価格の５０％ 

（限度額２０，０００円） 

１００円未満の端数切り捨て 

ボトルは 

中を洗う 

 

 

キャップは「もえるごみ」へ 

ラベルははがして 
「もえるごみ」へ 

資源物の日に 

専用の回収容器に 

入れる 

「資源物」へ 

※キャップリングは、 

ついたままで OK 


